
１ 大崎上島の実証研究拠点への革新的・先導的取組の集中

○ 大崎上島におけるカーボンリサイクル技術に係る実証研究の取組を，2050年に向けた長期的
国家プロジェクトとして位置づけ， カーボンリサイクル技術に係る革新的，先導的な取組を集中さ
せること。また，IGCCとカーボンリサイクル技術を組み合わせた，ネットゼロカーボン火力発電技術
の開発を推進すること。

２ 拠点機能の継続的な維持・強化

○ カーボンリサイクル技術に係る実証研究を行う者が，大崎クールジェンから供給される高純度の
CO2を，継続的に安価で活用できる仕組みを構築すること。

○ 国の関連研究開発事業において，当該拠点での取組や拠点のCO2を活用するなど関連する取
組に対する優先枠，補助率等の優遇制度を設けること。

○ 国際的拠点となるために必要な生活・研究環境の充実に，地方公共団体が取り組む場合，イン
フラ整備等に係る財政措置（初期費用，運用，維持経費含む。）を講じること。

３ CO2削減に寄与する製品の市場創出

○ カーボンリサイクル技術の社会実装やカーボンリサイクル製品の普及を加速するため，民間企業
が開発に取り組むインセンティブとして，公共調達の推進などのCO2削減に寄与する製品の需要
喚起策や海外展開の支援などの環境整備を進めること。

国への提案事項

２ 地方創生の推進
（３） 地方の産業競争力の強化 ① ｶｰﾎﾞﾝﾘｻｲｸﾙ技術に係る実証研究拠点整備の加速

【提案先省庁： 経済産業省】



２ 地方創生の推進
（３） 地方の産業競争力の強化
① ｶｰﾎﾞﾝﾘｻｲｸﾙ技術に係る実証研究拠点整備の加速

○ 各国がカーボンニュートラル実現に向け動き出す

中，我が国においても，昨年，政府が2050年のカーボ

ンニュートラル実現を宣言，作成したグリーン成長戦略

において，重点分野の一つとしてカーボンリサイクル技

術があげられた。

○ 国は，「大崎上島をカーボンリサイクル技術に係る実

証研究の拠点として整備」すると表明し，令和２年度か

らＮＥＤＯを通じ整備事業を開始した。

○ 広島県は，この取組と連携しながら，関連企業や研

究者等の集積を図り，地域経済の振興を図るため，公

共調達などの制度活用を検討しつつ，今年5月に，関

係者による協議会を設立し，また，年度内に推進構想

を作成することとしている。

● 温暖化対策と産業振興，エネルギーの安定供給を

同時に解決する必要があること。

● 難易度の高い技術開発・実用化を短期間で実現す

るためには，資金，人材等を集中し取り組む必要がある

こと。

● 国が進める大崎上島拠点化のイメージが明確になっ

ておらず，整備方法や運営方針等を地元を含む関係者

で共有する必要があること。

● 大崎上島の拠点化や実証研究のためには，大崎クー

ルジェンで分離・回収されるＣＯ２が前提となるが，現状

では大崎クールジェンプロジェクトが2022年度で終了し

た後の稼働計画が未定であること。

● 欧米を始めとする世界中で関連投資が増額されてい

る中，我が国の競争力を高めるためには，政府投資の

継続に加え，民間投資の促進が必要であること。

課 題

広島県は，国の取組と連携し，カーボンニュートラルのショーケース化を目指します

現状／広島県の取組


